
11
月
21
日
、
新
町
の
津
別
町
ペ
レ

ッ
ト
協
同
組
合
（
山
上
裕
靖
理
事
長
）

製
造
施
設
で
、
家
庭
用
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
の
普
及
と
利
用
拡
大
を
目
指

し
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
展

示
販
売
と
製
造
施
設
の
見
学
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

協
同
組
合
で
は
、
森
林
を
整
備
す

る
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
未
利
用
の

森
林
資
源
を
活
用
し
、
暖
房
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
利
用
で
き
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト

の
製
造
、
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

会
場
で
は
、
ペ
レ
ッ
ト
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
グ
リ
ル
を
使
っ
た
燃
焼
実
演
が

行
わ
れ
、
木
質
の
炎
で
焼
き
あ
が
っ

た
焼
き
鳥
と
ピ
ザ
の
試
食
が
行
わ
れ
、

来
場
者
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

12
月
７
日
、
津
別
建
設
株
式
会
社

（
蓮
井
和
一
代
表
取
締
役
）
が
町
長
室

を
訪
れ
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
佐
藤
多
一
町
長
へ
災
害
時
の
避

難
場
所
の
標
識
の
目
録
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

今
回
寄
贈
さ
れ
た
標
識
は
、
中
央

公
民
館
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
、
津
別
中
学
校
、
町
民
会
館
、

商
工
会
に
設
置
さ
れ
、
避
難
場
所
の

周
知
を
図
り
ま
す
。

寄
贈
を
受
け
た
佐
藤
町
長
は
「
標

識
に
は
避
難
場
所
の
対
象
自
治
会
の

名
前
が
入
っ
て
お
り
、
こ
の
町
の
安

心
安
全
に
役
立
ち
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

展
示
販
売
と
製
造
施
設
の
見
学
会

誰
も
が
安
心
安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
に

認
知
症
を
考
え
る
講
演
会
開
催

美
味
し
い
食
材
を
子
ど
も
達
へ

馬
渕
さ
ん
が
米
を
寄
贈

第
15
回
・
津
別
町
中
央
公
民
館

「
図
書
室
ま
つ
り
」
が
開
催

避
難
場
所
の
周
知

津
別
建
設
が
標
識
を
寄
贈

11
月
５
日
、
み
ず
ほ
福
祉
助
成
財
団
の
梶
田
久

敬
理
事
よ
り
津
別
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
（
新
鞍

忠
信
理
事
長
）
へ
社
会
福
祉
助
成
金
１
０
０
万
円

の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
17
日
に
道
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認

証
を
取
得
し
、
新
鞍
忠
信
理
事
長
、
白
鳥
幸
副
理

事
長
、
篠
原
眞
稚
子
理
事
の
３
人
が
津
別
町
役
場

保
健
福
祉
課
を
訪
れ
、
今
後
の
活
動
方
針
と
町
へ

の
支
援
協
力
を
願
い
ま
し
た
。

法
人
と
し
て
の
活
動
は
今
年
の
４
月
か
ら
始
ま

り
、
１
条
通
り
に
あ
る
「
育
成
会
の
家
」
を
拠
点

に
、
障
が
い
児
を
預
か
る
「
日
中
一
次
支
援
事
業
」

や
手
作
り
パ
ン
の
製
造
販
売
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

津別町手をつなぐ育成会

ＮＰＯ法人の認証を取得

12
月
10
日
、
豊
永
の
馬
渕
太
郎
さ

ん
と
悦
子
さ
ん
が
教
育
長
室
を
訪
れ

「
自
家
畑
で
収
穫
し
た
お
米
を
児
童

生
徒
に
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
精
米

（
お
ぼ
ろ
づ
き
）
60
kg
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

寄
贈
を
受
け
た
阿
部
博
道
教
育
長

は
「
今
年
も
た
く
さ
ん
の
食
材
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
達
が
地
元

の
食
材
を
食
べ
れ
る
と
い
う
の
は
本

当
に
幸
せ
な
こ
と
で
す
ね
」
と
お
礼

を
述
べ
、
贈
ら
れ
た
新
鮮
な
お
米
は
、

14
日
と
16
日
の
給
食
で
、
安
心
安
全

で
美
味
し
い
ご
飯
と
な
っ
て
子
ど
も

達
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

11
月
21
日
、
津
別
町
中
央
公
民
館
で
、

第
15
回
図
書
室
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。講

堂
で
行
わ
れ
た
「
古
本
市
」
で
は
、

文
庫
本
、
新
書
本
、
児
童
書
、
実
用
書
や

Ｃ
Ｄ
な
ど
が
、
10
円
か
ら
１
０
０
円
の
格

安
で
販
売
さ
れ
、
一
人
で
数
十
冊
購
入
す

る
方
も
い
て
、
多
く
の
読
書
家
や
家
族
連

れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
図
書
室
ク
イ
ズ
（
図
書
室
）、

お
り
ょ
う
り
教
室
（
調
理
室
）、
お
は
な

し
会
（
和
室
）
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
は
な
し
ポ
ッ
ケ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー
が

レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
く
れ
た
「
読
み
聞
か
せ

講
座
」
で
は
、
ち
び
っ
子
が
真
剣
な
ま
な

ざ
し
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

11
月
22
日
、
津
別
町
林
業
研
修
会
館
で
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
す
「
認
知
症
を
考
え
る
講
演

会
」（
主
催
・
津
別
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

高
齢
化
率
が
高
い
津
別
町
で
は
認
知
症
の
関
心
が
高

く
、
多
く
の
町
民
を
は
じ
め
、
近
隣
市
町
村
か
ら
も
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
講
師
と
し
て
招
か
れ
た
、
認
知
症
対
応
型
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
等
を
手
が
け
て
い
る
、
有
限
会
社
グ
ッ
ド

ラ
イ
フ
の
総
合
施
設
長
を
務
め
る
宮
崎
直
人
さ
ん
は

「
認
知
症
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
で
は
な
く
、
認
知

症
に
な
っ
た
時

に
安
心
安
全
で

暮
ら
せ
る
町
に

す
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か

を
考
え
ま
し
ょ

う
」
と
参
加
者

が
認
知
症
に
つ

い
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
た
、

と
て
も
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま

し
た
。

生
き
た
土
が
豊
か
な
川
と
海
を
生
む

農
業
と
漁
業
の
共
同
宣
言
調
印
式

11
月
21
日
、
第
29
回
町
民
文
化
祭
・
舞
台
発
表

（
津
別
町
文
化
協
会
・
田
中
四
郎
会
長
）
が
中
央
公

民
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
第
34
回
道
民
芸
術
祭
、
第
41
回
網
走

管
内
郷
土
芸
術
祭
を
兼
ね
て
開
催
さ
れ
、
北
見
、

留
辺
蘂
、
美
幌
、
端
野
、
置
戸
、
訓
子
府
の
６
文

化
連
盟
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

舞
台
発
表
は
、
津
別
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
吹
奏

楽
で
始
ま
り
、
舞
踊
、
詩
舞
、
民
謡
、
三
味
線
、

詩
吟
、
歌
謡
曲
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
大
正
琴
、
合
唱
、

太
鼓
、
ダ
ン
ス
な
ど
、
総
勢
２
９
０
人
が
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
披
露
し
、
満
員
で
埋
め
ら
れ
た
会

場
は
、
大
き
な
拍
手
や
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

11
月
25
日
、
津
別
町
中
央
公
民
館
で
、
津
別
町

農
業
協
同
組
合
（
山
下
邦
昭
組
合
長
）
と
網
走
漁

業
協
同
組
合
（
山
田
邦
雄
組
合
長
）、
西
網
走
漁
業

協
同
組
合
（
大
高
隆
吉
組
合
長
）
の
３
組
合
に
よ

る
「
網
走
流
域
で
の
農
業
と
漁
業
の
持
続
的
発
展

に
向
け
た
共
同
宣
言
」
を
行
い
、
調
印
式
並
び
に

共
同
宣
言
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

共
同
宣
言
は
「
山
と
川
と
海
の
つ
な
が
り
の
中

で
、
自
然
と
共
存
し
た
持
続
可
能
な
産
業
を
目
指

す
」「
網
走
川
流
域
の
土
と
水
を
守
り
、
よ
り
美
味

し
く
安
全
安
心
な
食
料
生
産
に
努
め
る
」「
網
走
川

の
自
然
環
境
を
保
全
・
改
善
し
、
次
の
世
代
に
引

き
継
ぐ
」
な
ど
４
項
目
を
宣
言
し
、
調
印
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

日頃の練習の成果を

第29回町民文化祭・舞台発表


